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目 的 
大学に進学し，学習形態，生活形態といった環境の変化が

著しい入学初年次の学生においては，未知のストレッサーと

の遭遇による，ストレスの増大が報告されている。本研究で

は，本学初年次学生の抱えるストレッサーに着目し，学生の

性別，および生活状況による差異について検討をおこなった。 
方 法 

調査対象者 

	 対象は，全学実習科目「ウエルネスと身体」を履修する大

学 1年生 223名であった。回答に不備のあった者を除外し，
197名を分析対象とした（有効回答率 90%）。 
調査内容 

	 回答者の属性については，性別，所属学科，居住形態，部

活動への所属，サークルへの所属，アルバイトの実施，およ

びアルバイト以外の社会での活動，について回答を得た。 
	 回答者の現在のストレッサーを把握することを目的とし，

「現在，あなたにとってストレスの要因となっていることが

ありましたら具体的に記載してください。」という質問に対し

て，自由記述により回答を得た。 
結 果 

本学初年次学生のストレッサー 

	 分析の結果，学業（応答数=107），ライフスタイル（応答
数=28），対人関係（応答数=26），通学（応答数=12），アルバ
イト（応答数=9），一人暮らし（応答数=9），健康状態（応答
数=4），天候（応答数=3），将来（応答数=2），自己の能力（応
答数=2），経済状況（応答数=2），社会情勢（応答数=1），お
よび娯楽（応答数=1）といったストレッサーが抽出された。

本学初年次学生においては，学業ストレスが有意に高頻度で

観察された（χ2 = 630.42, df = 12, p <.01, w = 1.75）。 
回答者の属性によるストレッサー出現頻度の差異 

出現頻度の高いストレッサーである学業，ライフスタイル，

対人関係，および複数のストレッサー保有について，回答者

の属性による出現リスクを検討した結果を Table 1に示す。分
析の結果，部活動実施者は，複数のストレッサーを有する確

率が，非実施者と比較して 6倍以上高いことが明らかになっ
た（Adjusted OR = 6.36, p < .05）。また，有意ではないものの，
女性は，男性と比較して，ライフスタイル，対人関係，およ

び複数のストレッサーを保有する可能性が 2倍程度であった
（Adjusted OR =2.25-2.38）。 

考 察 
大学体育における保健・健康増進分野，特に心理教育の機

会については極めて限定的であるといえる。ストレスマネジ

メントやメンタルヘルスプロモーションのような，日常生活

の中で実施可能な自助努力としての気晴らしや快活動の実施

に関する学びは，学生のメンタルヘルス問題の予防において

重要であるといえる。大学におけるストレス教育の充実は，

学生のウエルネスを保持・増進する上で一助となり得るであ

ろう。本研究により得られた知見は，本学におけるストレス

教育の内容構成において基礎的な知見としての貢献が期待さ

れる。 
利益相反開示 

発表に関連し，開示すべき利益相反関係にある企業などは

ありません。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (SHIMAZAKI Takashi) 
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